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PD-1 機能促進作用をもつ抗体による新規自己免疫疾患治療法の開発

シス PD-L1-CD80結合が T細胞活性化段階における PD-1 の抑制機能を制限する
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第 2演題では、京都大学大学院医学研究科がん
免疫 PDT研究講座の茶本健司先生が、「活性化ア
ルデヒドによる T細胞の代謝変容と疲弊化メカニ
ズムの解明」というテーマで講演を行いました。 
近年、T細胞の分化制御にはエネルギー代謝の
調節が重要であることが明らかになっています。
解糖系は T細胞の増殖に不可欠であり、エフェク
ター T細胞に分化する際に利用されます。一方、
ミトコンドリア代謝の一部である脂肪酸の酸化
（atty acid oxidation: FAO）は、ナイーブ T細胞
やメモリー T細胞の長期生存に重要な役割を果
たします。腫瘍内では、T細胞が PD-1 を強発現し
ているにもかかわらず、解糖系が亢進し、エフェ
クター T細胞の疲弊化が進行することが知られ
ています。この状態では、FAOが低下し、解糖系
への依存が進む悪循環が発生します。このような
代謝状態は「T 細胞の代謝疲弊（metabolic 
exhaustion）」と呼ばれます。 

茶本先生らの研究によって、腫瘍内浸潤CD8
陽性 T細胞では、疲弊マーカーの発現がミトコン
ドリアの膜電位や大きさに比例することが示さ
れました。疲弊が進行すると、FAO酵素の発現が
低下し、脂質の過酸化反応が進行し、最終的に活
性化アルデヒドが T細胞内に蓄積することが明
らかになりました。さらに、FAO酵素を T細胞で
欠損させたマウスでは、活性化アルデヒドの蓄積
が進み、T細胞疲弊が亢進し、腫瘍の増大が加速す
ることが確認されました。活性化アルデヒドは
ROSよりも高い反応性を持ち、T細胞に強い毒性
を及ぼします。実験の結果、活性化アルデヒドは
解糖系を強力に促進する一方で、FAOを抑制す
ることが判明しました。また、超解像顕微鏡を用
いた観察により、活性化アルデヒドは T細胞のミ
トコンドリアから産生されることが確認されま
した。これらの知見から、T細胞の活性化により少
量の活性化アルデヒドがミトコンドリアから産
生され、それが FAOの低下と解糖系の亢進を引
き起こし、最終的に代謝疲弊を促進するメカニズ
ムが明らかになりました。T細胞の代謝疲弊を標
的とした新たな治療戦略の開発が期待されます。 

活性化アルデヒドによる T細胞代謝疲弊ループ
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第 3演題では、国立がん研究センター研究所免
疫ゲノム解析部門の小山正平先生が、「免疫ゲノ
ム解析に基づく免疫チェックポイント阻害剤の
感受性因子」というテーマで講演を行いました。 
前半では、免疫チェックポイント阻害剤（特に
抗 PD-1 抗体・抗 PD-L1 抗体）に関する最新の研
究をレビューし、免疫療法として期待される「長
期奏効」に関して、併用療法が用いられても依然
として十分な改善が認められていない点が課題
であることを指摘しました。その上で、患者ごと
の初期耐性や獲得耐性など、治療感受性・抵抗性
因子の同定と層別化マーカーの樹立、さらにはそ
れらを標的とした治療戦略の開発が不可欠であ
ることを概説しました。 
後半では、国立がん研究センター東病院の内視
鏡内科との共同研究について紹介しました。この
研究では、低酸素を検出するプローブを搭載した
消化管内視鏡（低酸素内視鏡）を用い、上部消化
管腫瘍の低酸素領域における分子生物学的特徴
を解析しました。フローサイトメトリー解析の結
果、低酸素領域では制御性 T細胞（Treg）の浸潤
および活性化が促進され、CD8陽性 T細胞の浸

潤と活性化が有意に抑制されることが明らかに
なりました。RNAシークエンス解析により、低酸
素領域で Treg 誘導に関与する分子とその下流シ
グナルを特定し、それらがケモカインCCL22 を
誘導し、Treg の浸潤を促すことが判明しました。
さらに、そのシグナルよって産生される別の分子
が、Treg の活性化をもたらすことを見出しまし
た（論文投稿準備中）。 
この結果から、低酸素内視鏡の所見を用いるこ
とで、非侵襲的に腫瘍微小環境の特性を予測でき
る可能性が示唆されました。今後は前向きの臨床
試験を通じて、治療効果との相関を詳しく検討す
る予定です。 
以上の 3演題についてご報告がありました。特
に、腫瘍浸潤 T細胞の活性化維持の観点から、チ
ェックポイント、代謝、環境といった要素に関す
る最新の知見をご紹介いただくとともに、新たな
治療標的やバイオマーカーとしての有用性が期
待されるテーマが取り上げられました。活発な質
疑応答が交わされ、有意義な議論が展開されまし
たことを、この場をお借りして先生方ならびに参
加者の皆様に心より感謝申し上げます。
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現在がん免疫を利用した新しいがん治療法の
開発研究が精力的に行われている。最新のサイエ
ンスの進歩を背景として、臨床で有効なそれぞれ
特徴的な手法が実際に開発されてきている。本セ
ッションでは、その中でも独自の研究から創生さ
れた 3つの新しいがん免疫療法の開発について
ご発表いただいた。 

CAR-T 細胞療法の開発研究 
籠谷勇紀博士（慶應義塾大学医学部）は、がん
抗原を特異的に認識する抗腫瘍 T細胞を体外で
準備して患者に輸注する養子免疫療法の中でも、
キメラ抗原受容体 (chimeric antigen receptor: 
CAR)T 細胞療法についての研究結果を発表した。
同治療法は、B細胞性腫瘍や多発性骨髄腫では実

臨床で既に用いられているが、急性骨髄性白血病
（AML）や固形腫瘍では実用化に至っていない。籠
谷博士らが着目する新規抗原に対するCAR-T 細
胞がAML細胞や一部の固形がん細胞を特異的な
認識・攻撃できること、さらに最近籠谷博士らが
開発したキメラサイトカイン受容体を活用する
ことで、抗原量が少ない場合にも治療効果を大幅
に高められる結果などが紹介された。キメラサイ
トカイン受容体は細胞外ドメインにより IL-6 を
捕捉できる構造となっており、サイトカイン放出
症候群などの治療毒性の予防にも寄与すること
が期待され、今後臨床試験の実施を目指す計画と
のことである。 

■  第 20回トランスレーショナルリサーチワークショップ 

ワークショップ2 

がん免疫療法における新規モダリティ開発 

座長：川田　学（公益財団法人微生物化学研究会 微生物化学研究所）
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遺伝子組換えウイルスを用いたがん治療法の開発 
藤堂具紀博士（東京大学医科学研究所）は、単
純ヘルペスウイルス I型（HSV-1）のゲノムに三重
変異を加えて、抗腫瘍効果と安全性を格段に改善
させた第三世代がん治療用HSV-1 (G47Δ)の臨
床開発について発表した。開発したウイルスは膠
芽腫を対象にした第Ⅱ相医師主導治験で治癒例
を含む高い治療成績を示し、2021年に国産初（世
界で 2つめ）のウイルス療法製品の製造販売承認
となった。手術を伴う最大 6回の反復腫瘍内投与
が可能であり且つ有効であることは、世界の脳腫
瘍治療にパラダイムシフトをもたらした。全ての
固形がんに同じ機序で同様の治療効果を発揮す
るため、脳腫瘍以外のがんへの適応拡大も進めて

いる。一方、G47Δのゲノムに任意の塩基配列を
短期間で的確に挿入し、特殊な機能を付加した新
規がん治療用HSV-1 を次々に作製できる技術も
開発しており、現在悪性黒色腫を対象にヒト IL-
12 発現型 HSV-1 の第Ⅱ相医師主導治験が進行
中である。また膠芽腫の臨床開発において、
G47Δ投与直後から腫瘍内にリンパ球が流入し、
腫瘍が腫脹する現象が観察された。そこで抗
VEGF 抗体を発現する次世代 HSV-1 を作製し
「腫れないウイルス」として臨床開発を開始して
いる。我が国のがん治療用ヘルペスウイルス開発
の技術は世界をリードしており、ウイルス療法の
可及的速やかな国内普及と日本発の世界展開を
目指すことが紹介された。 
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腫瘍選択的に活性化する抗体医薬品の創製 
櫻井実香博士（中外製薬株式会社）は、抗体療
法において残された課題の一つがon-target, off-
tumor 由来の毒性であることに着目し、その課題
を解決するために開発した腫瘍組織選択的に働
く抗体技術の開発について発表した。櫻井博士ら
は、腫瘍に高濃度に存在し正常組織にはほとんど
存在しないことが知られる細胞外ATP依存的に
標的抗原に結合する Switch-Ig 技術を独自に開発
することにより、正常組織では標的抗原に結合せ
ず、腫瘍組織選択的に標的抗原に結合して機能す
る抗体医薬品を創製した。一つは、ATP依存的に
CD137 に結合する抗 CD137 アゴニスト抗体
STA551で、ATP存在下でのみヒトCD8+ T 細
胞からの IFN-γ産生を誘導し、マウスモデルにお
いては正常組織由来 T細胞の活性化を誘導する
ことなく、urelumabと同等以上の腫瘍増殖抑制
効果及び腫瘍内浸潤 T細胞の活性化をもたらし
た。もう一つは、ATP依存的に Treg に結合する、
独自技術を用いたADCC活性増強抗体 ROSE12
で、ATP存在下において Treg を殺傷した。マウ
スモデルにおいては脾臓等において T細胞を活
性化させることなく、腫瘍中の Treg 細胞を完全
に除去するとともにCD8+ T 細胞の活性化をも
たらした。いずれも固形癌を対象とした Phase 1
試験を実施中であることが紹介された。 

このように 3つのモダリティはどれもユニー
クでがん治療効果の更なる向上が期待される。最
後に活発なご議論をいただいた会場にご参加さ
れた皆様にも感謝いたします。 
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ワークショップ 3では「新たながん免疫治療タ
ーゲットの開発研究」と題して、さまざまな角度
から、新たながん免疫治療へと結びつく可能性の
ある分子標的に関する 4題の講演があった。それ
ぞれの講演に関するサマリーを以下にまとめる。 
まず最初は本学会ではお馴染みのがん研究会
の清宮啓之先生から「タンキラーゼ特異的 PARP
阻害剤の開発と免疫併用療法への展開」について
の講演があった。清宮先生がこれまで着目して研
究を進められてきたWnt 経路について、過剰な
活性化が宿主免疫反応からの逃避にも寄与する
ことが示唆されていること、またタンキラーゼで

ある PARP-5a/b が、Wnt 経路を介してβ-カテ
ニンの蓄積を促すことに着目し、タンキラーゼ選
択的 PARP 阻害剤 RK-582 が免疫チェックポイ
ント阻害剤である抗 PD-L1 抗体と相乗的な抗腫
瘍効果があることがマウス悪性黒色腫細胞の同
種移植モデルを用いて示された。さらに腫瘍検体
のバルクおよび単一細胞 RNA-seq 解析から、RK-
582 と抗 PD-L1 抗体は腫瘍内免疫微小環境の再
構築を促し、CD8+ T 細胞の活性化を導くことも
示された。またこのがん免疫複合療法に関して治
験を実施準備状況やご苦労などについてもお話し
があり、まさに TR研究の実際を紹介して頂いた。 

■  第 20回トランスレーショナルリサーチワークショップ 

ワークショップ3 

新たながん免疫治療ターゲットの開発研究 
座長：早川 芳弘（富山大学 和漢医薬学総合研究所）
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次の講演は国立がん研究センター先端医療開
発センターとアステラス製薬のクロスアポイン
トメントで活躍されている大橋紹宏先生に「がん
微小環境の空間オミックス解析と創薬探索」と題
して、現在とアカデミアと製薬企業でそれぞれ取
り組まれている研究について紹介頂いた。大橋先
生はがん微小環境（TME）の複雑な細胞内相互作
用を時間的・空間的に解明するために空間トラ
ンスクリプトーム解析をはじめとする最先端オ
ミックス技術の統合解析を用いて TMEの高解像
度プロファイルを実施されている。国立がん研究

センターでの研究として取り組まれている浸潤
がん検体を用いたシングルセル解析および空間
解析データについて、TME構成細胞の各クラス
ターの発現解析や細胞間相互作用解析に加え、病
理情報や空間情報を合わせたトラジェクトリー
解析を実施し、浸潤がん細胞の TME内での時間
的・空間的挙動を可視化する手法について紹介
頂いた。また、アステラス製薬で取り組まれてい
る 1細胞レベルの空間解析プラットフォーム構
築および解析実施例についても紹介して頂いた。 
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3 題目はがん研究会の北嶋俊輔先生に「がん免疫
応答における STING／MAVS経路の役割」と題し
た講演を頂いた。STINGやMAVSは病原体由来の
RNAまたはDNAを感知するシステムとして見出
されたが、近年がん細胞におけるこれらの経路が抗
腫瘍免疫応答の制御に重要であることが報告され
ている。北嶋先生はこの研究領域でのトップランナ
ーの 1人であり、これまでに KRAS/STK11 共変異
型のNSCLCにおいて、細胞質内二本鎖DNAに反
応し、抗腫瘍免疫経路を活性化する STING経路が

抑制されていることを報告されている。また
STING経路の再活性化が、免疫チェックポイント
阻害剤に対する抵抗性を克服するための治療戦略
となりうると考え、STING経路を活性化しうる標
的候補についても報告している。講演ではこれらの
これまでの研究成果についての説明に加えて、これ
らの研究の過程で新たに見出された二本鎖 RNA
を認識するMAVS経路を活性化する薬剤と、その
分子機構についても紹介された。 
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最後の講演は名古屋大学大学院医学系研究科
の榎本篤先生に「線維芽細胞の形質が免疫チェッ
クポイント感受性に与える影響とその治療応用」
と題して、がん細胞でも、免疫細胞でもなく、腫
瘍関連線維芽細胞のがん免疫応答制御における
役割について紹介頂いた。膵がん等の難治がんの
特徴の一つとして、間質に高度ながん関連線維芽
細胞（CAF）の増生を伴うこと、これに伴うがん
間質の硬化や間質圧上昇が、がん悪性化や薬物送
達低下に結びつくことなどについて紹介された。
さらにCAFによるがん線維化は、がん免疫療法
への感受性に乏しい cold tumor の成因とも深く
関連していることも紹介された。榎本先生の研究
グループは CAF マーカーの一つである膜分子
Meflin の機能解析から、がん間質には、がんの進
行を抑制する機能を持つCAF（Meflin mRNA陽
性）と、促進するCAF（Meflin mRNA弱陽性～

陰性）が混在すること、前者が多いがんは免疫チ
ェックポイント阻害薬（ICI）に対する感受性が高
いことをこれまでに報告されている。講演ではこ
れらの説明に加えて、がん抑制性CAFの形質維
持にはレチノイン酸が重要であること、合成レチ
ノイドを用いてMeflin 陽性 CAF を増加させる
ことで、腫瘍血管面積の増加やM1様マクロファ
ージの増加、PD-1 陽性リンパ球の減少、および抗
がん剤や免疫チェックポイント阻害剤の薬効に
改善がみられることが紹介された。また、これら
の非臨床データをヒトで検証する臨床研究の実
施状況についても報告して頂いた。 
以上、ワークショップ 3では直接免疫担当細胞
を標的としたがん免疫療法に関する研究ではな
く、がん細胞自身や免疫細胞を取り巻く間質細胞
についても分子標的となりうるということにつ
いて、4名の講師の先生方に紹介して頂いた。

α-SMA mRNA弱陽性～陰性
Meflin mRNA陽性

正常線維芽細胞

血管

がんの発生・浸潤による
組織破壊と修復反応

正常線維芽細胞に近い状態のCAF

修復のための線維化

炎症性細胞

時に明確な区別が難しい

（Steady state-like CAF）

線維芽細胞以外のCAF起源細胞

がん浸潤による
組織破壊

他には Pi16, Dermatopontin など

α-SMA mRNA強陽性
Meflin mRNA陰性（～弱陽性）

がんの進行

Inflammatory CAF（iCAF）

Senescent CAF

Myofibroblastic CAF（myCAF）

IL-6, IL-11, LIF, CXCL12 (SDF-1) 等の
炎症性サイトカイン・ケモカイン陽性
Meflin mRNA中等度～弱陽性

組織硬化を促す線維化

腫瘍血管

時に明確な区別が難しい

他には Podoplanin など

他には Periostin など多数

SASPを分泌

良い間質・良い線維化 悪い間質・悪い線維化

実験医学7月号, 2024
Ando et al., J Pathol, 2024

正常線維芽細胞からCAFへの形質変化

SASP因子を分泌
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日本がん分子標的治療学会 
会員数1,222名（2025年3月3日現在）

理事 
任期3年（2027年学術集会終了日まで） 
川田　　学（（公財）微生物化学研究会 微生物化学研究所） 
清宮　啓之（（公財）がん研究会 がん化学療法センター） 
吉田　　稔（国立研究開発法人 理化学研究所） 
片桐　豊雅（国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所） 
照井　康仁（埼玉医科大学病院血液内科） 
山田　忠明（京都府立医科大学大学院医学研究科） 
坂本　一樹（大鵬薬品工業株式会社） 

任期2年（2026年学術集会終了日まで） 
後藤　典子（金沢大学がん進展制御研究所） 
田原　栄俊（広島大学大学院医系科学研究科） 
藤田　直也（（公財）がん研究会 がん化学療法センター） 
衣斐　寛倫（愛知県がんセンター研究所） 
木村　晋也（佐賀大学医学部内科学講座） 
南　　陽介（国立がん研究センター東病院）　 
坂本　　洋（中外製薬株式会社） 

任期1年（2025年学術集会終了日まで） 
今村　健志（愛媛大学 大学院医学系研究科） 
永澤　秀子（岐阜薬科大学 創薬化学大講座） 
間野　博行（国立がん研究センター） 
髙橋　俊二（（公財）がん研究会有明病院） 
田中　伸哉（北海道大学大学院医学研究院） 
西岡　安彦（徳島大学大学院医歯薬学研究部） 
北川　麻弓（第一三共株式会社） 
 
監事 
小根山千歳 評議員（愛知県がんセンター研究所） 
森　　聖寿 評議員（協和キリン株式会社） 
 
評議員（2024年度） 
青木　正博（愛知県がんセンター研究所） 
秋永　士朗（NANO MRNA株式会社） 
芦原　英司（京都薬科大学） 
渥美　園子（（公財）微生物化学研究会 微生物化学研究所） 
阿部　竜也（佐賀大学脳神経外科） 
荒木真理人（Meiji Seika ファルマ株式会社） 
安西　尚彦（千葉大学大学院医学研究院） 
石岡千加史（東北大学大学院医学系研究科） 
石川　冬木（京都大学 総合研究推進本部） 
和泉　弘人（産業医科大学） 
磯江　敏幸（広島大学PSI GMP教育研究センター） 
板橋　　淳（アストラゼネカ株式会社） 
市原　英明（崇城大学 生物生命学部） 

伊藤　昭博（東京薬科大学） 
伊藤　研一（信州大学医学部） 
伊藤　薫樹（岩手医科大学附属病院） 
伊東　潤二（京都大学大学院医学研究科） 
伊藤　心二（九州大学大学院） 
伊東　　進（昭和薬科大学薬学部） 
稲澤　譲治（東京医科歯科大学リサーチコアセンター） 
井上　啓史（高知大学医学部） 
井上　　純（東京医科歯科大学 難治疾患研究所） 
井上　正宏（京都大学 大学院医学研究科） 
井上　靖道（名古屋市立大学大学院薬学研究科） 
猪股　雅史（大分大学医学部） 
今泉　知久（ブリストル・マイヤーズ スクイブ株式会社） 
今村　健志（愛媛大学 大学院医学系研究科） 
井本　逸勢（愛知県がんセンター） 
上坂　貴信（アッヴィ合同会社） 
植田　幸嗣（（公財）がん研究会 
                 がんプレシジョン医療研究センター） 
梅田　真史（ノバルティスファーマ株式会社） 
嬉野　博志（佐賀大学医学部創薬科学共同研究講座） 
江嵜　正浩（協和キリン株式会社） 
江幡　正悟（和歌山県立医科大学） 
衣斐　寛倫（愛知県がんセンター研究所） 
大石　智一（（公財）微生物化学研究会 微生物化学研究所） 
大内　　香（中外製薬株式会社） 
大岡　伸通（国立医薬品食品衛生研究所） 
大谷　直子（大阪公立大学大学院医学研究科） 
大家　基嗣（慶應義塾大学医学部） 
岡田　　斉（近畿大学医学部） 
岡本　　勇（九州大学病院呼吸器科） 
沖　　英次（九州大学大学院） 
荻野　広和（徳島大学大学院医歯薬学研究部） 
尾﨑　惠一（同志社女子大学） 
尾崎　倫孝（北海道大学大学院 保健科学研究院） 
小根山千歳（愛知県がんセンター研究所） 
掛谷　秀昭（京都大学大学院薬学研究科・ 
                創発医薬科学専攻） 
片桐　豊雅（国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所） 
片山　和浩（日本大学薬学部） 
片山　量平（（公財）がん研究会 がん化学療法センター） 
加藤　俊介（順天堂大学大学院医学研究科） 
門之園哲哉（東京科学大学大学院） 
蒲池　和晴（唐津赤十字病院） 
辛島　　尚（高知大学医学部） 
河合香代子（全薬工業株式会社） 

役　員 
理事長 
木村　晋也（佐賀大学医学部内科学講座 血液・呼吸器・腫瘍内科、佐賀大学医学部創薬科学講座）
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川田　　学（（公財）微生物化学研究会 微生物化学研究所） 
川谷　　誠（国立研究開発法人 理化学研究所） 
神田　光郎（名古屋大学大学院 医学系研究科） 
北川　麻弓（第一三共株式会社） 
北野　滋久（（公財）がん研究会 有明病院） 
木村　賢一（岩手大学農学部） 
木村　晋也（佐賀大学医学部内科学講座） 
黒沢　　亨（Meiji Seika ファルマ株式会社） 
桑原　一彦（近畿大学病院病理診断科） 
小坂　威雄（慶應義塾大学医学部） 
小島　研介（高知大学医学部医学科） 
小島　直人（長崎国際大学 薬学部） 
後藤　典子（金沢大学がん進展制御研究所） 
近藤　英作（関西医科大学附属光免疫医学研究所） 
近藤　科江（独立行政法人 国立高等専門学校機構） 
近藤　　亨（北海道大学 遺伝子病制御研究所） 
近藤　雅大（ノバルティスファーマ株式会社） 
近藤　　豊（名古屋大学大学院医学系研究科） 
坂井　和子（近畿大学医学部） 
坂本　一樹（大鵬薬品工業株式会社） 
坂本　直彦（ブリストル・マイヤーズ スクイブ株式会社） 
坂本　　洋（中外製薬株式会社） 
櫻井　宏明（富山大学学術研究部薬学・和漢系） 
佐治　重衡（福島県立医科大学） 
佐谷　秀行（藤田医科大学） 
柴田　浩行（秋田大学医学部） 
島田　千紘（エーザイ株式会社） 
嶋本　　顕（山陽小野田市立山口東京理科大学） 
清水　史郎（慶應義塾大学 理工学部） 
白石　紀彦（NANO MRNA株式会社） 
調　　　憲（群馬大学大学院医学系研究科） 
新城　恵子（名古屋大学 大学院医学系研究科） 
新家　一男（産業技術総合研究所） 
末岡榮三朗（佐賀大学医学部） 
杉尾　賢二（大分大学医学部） 
清宮　啓之（（公財）がん研究会 がん化学療法センター） 
関戸　好孝（愛知県がんセンター研究所） 
曽和　義広（京都府立医科大学 教育センター） 
高井　信治（小野薬品工業株式会社） 
髙木　　聡（（公財）がん研究会 がん化学療法センター） 
髙澤　菊子（MSD株式会社） 
髙橋　俊二（（公財）がん研究会 有明病院） 
高橋　雅信（東北大学病院） 
田代　　悦（昭和薬科大学 生化学研究室） 
田中　真二（東京医科歯科大学大学院） 
田中　伸哉（北海道大学大学院医学研究院） 
田中　文啓（産業医科大学） 
谷口　寛和（長崎大学病院） 
谷本　圭司（広島大学原爆放射線医科学研究所） 
田原　秀晃（地方独立行政法人大阪府立病院機構） 
田原　栄俊（広島大学大学院医系科学研究科） 
旦　　慎吾（（公財）がん研究会 がん化学療法センター） 

椿　　正寛（徳島文理大学） 
照井　康仁（埼玉医科大学病院血液内科） 
戸井　雅和（地方独立行政法人東京都立病院機構） 
富樫　謙一（ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社） 
徳中　一寛（日本化薬株式会社） 
冨田　章弘（（公財）がん研究会 がん化学療法センター） 
内藤　幹彦（東京大学大学院薬学系研究科） 
永澤　秀子（岐阜薬科大学 創薬化学大講座） 
中城　公一（愛媛大学大学院医学系研究科） 
永瀬　浩喜（株式会社新日本科学） 
永田　政義（順天堂大学大学院医学研究科） 
中村　浩之（東京科学大学 総合研究院） 
南條　成輝（金沢大学附属病院） 
西尾　和人（近畿大学医学部） 
西岡　安彦（徳島大学大学院医歯薬学研究部） 
西田　升三（近畿大学） 
西村　教子（アッヴィ合同会社） 
西谷　直之（岩手医科大学薬学部） 
軒原　　浩（国立国際医療研究センター病院） 
野口　耕司（東京理科大学薬学部薬学科） 
長谷川　慎（長浜バイオ大学バイオサイエンス学部） 
馬場　英司（九州大学大学院医学研究院） 
浜本　隆二（国立がん研究センター研究所） 
早川　芳弘（富山大学和漢医薬学総合研究所） 
林　海美子（ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社） 
原　　隆人（武田薬品工業株式会社） 
日浅　陽一（愛媛大学大学院） 
筆宝　義隆（千葉県がんセンター研究所） 
福島　慶子（全薬工業株式会社） 
藤田　直也（（公財）がん研究会 がん化学療法センター） 
藤本　直浩（産業医科大学医学部） 
藤谷　幹浩（旭川医科大学） 
堀江　重郎（順天堂大学大学院医学研究科） 
堀中　真野（京都府立医科大学大学院医学研究科） 
馬島　哲夫（（公財）がん研究会 がん化学療法センター） 
増田久仁子（日本化薬株式会社） 
増田　隆明（高知大学医学部外科学講座） 
松井　順二（エーザイ株式会社） 
松尾　洋一（名古屋市立大学大学院医学研究科） 
松下　洋輔（国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所） 
松本　陽子（崇城大学大学院） 
間野　博行（国立がん研究センター） 
南　　陽介（国立がん研究センター東病院） 
三森　功士（九州大学病院別府病院） 
宮澤　恵二（山梨大学医学部・大学院総合研究部（医学域）） 
宮園　浩平（東京大学大学院医学系研究科） 
迎　　　寛（長崎大学病院） 
村上　雄一（社会医療法人雪の聖母会） 
村松　泰明（ファイザー株式会社） 
百瀬　　功（（公財）微生物化学研究会 微生物化学研究所） 
森　　聖寿（協和キリン株式会社） 
森下　大輔（Chordia Therapeutics株式会社） 
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森田慎一郎（アストラゼネカ株式会社） 
森本　　恵（武田薬品工業株式会社） 
薬師神芳洋（愛媛大学医学部） 
八代　正和（大阪公立大学大学院） 
矢野　聖二（金沢大学医薬保健研究域医学系呼吸器内科学） 
矢野　博久（福岡県済生会二日市病院） 
山田　忠明（京都府立医科大学大学院医学研究科） 
湯浅　　健（（公財）がん研究会 有明病院） 
吉岡　孝志（山形大学医学部） 
吉田　隆雄（小野薬品工業株式会社） 
吉田　　稔（国立研究開発法人 理化学研究所） 
吉田　安宏（産業医科大学） 

吉野　孝之（国立がん研究センター東病院） 
吉丸　哲郎（国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所） 
吉村千穂子（大鵬薬品工業株式会社） 
米阪　仁雄（近畿大学医学部） 
六代　　範（群馬大学大学院医学系研究科） 
和田　悌司（第一三共株式会社） 
渡邉　達郎（Meiji Seikaファルマ 株式会社） 
渡辺　信元（国立研究開発法人 理化学研究所） 
渡辺　　勝（MSD株式会社） 
渡　　公佑（University of California San Diego, 
                School of Medicine） 

法人会員 
アストラゼネカ株式会社 
アッヴィ合同会社 
エーザイ株式会社 
MSD株式会社 
小野薬品工業株式会社 
協和キリン株式会社 
全薬工業株式会社 
大鵬薬品工業株式会社 
武田薬品工業株式会社 

 
第一三共株式会社 
中外製薬株式会社 
NANO MRNA株式会社 
日本化薬株式会社 
ノバルティスファーマ株式会社 
ファイザー株式会社 
ブリストル・マイヤーズ スクイブ株式会社 
Meiji Seika ファルマ株式会社 
ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

名誉会員 
秋山　伸一（香椎丘リハビリテーション病院） 
秋山　　徹（東京大学定量生命科学研究所） 
井本　正哉（順天堂大学大学院医学研究科） 
上田　龍三（名古屋大学大学院医学系研究科） 
上原　至雅（岩手医科大学薬学部） 
長田　裕之（微生物化学研究会） 
小野　眞弓（聖マリア研究センター） 
加藤　隆一（慶應義塾大学） 
金丸　龍之介（内科河原町病院） 
北川　知行（がん研究会がん研究所） 
桑野　信彦（聖マリア研究センター） 
河野　公俊（あさひ松本病院） 
西條　長宏（医療法人社団友好会 
                秋葉原メディカルクリニック） 
酒井　敏行（京都府立医科大学大学院医学研究科） 
杉本　芳一（慶應義塾大学薬学部） 
曽根　三郎（徳島市民病院） 
谷口俊一郎（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科） 

 
田村　友秀（聖路加国際病院） 
寺田　雅昭（国立がん研究センター） 
豊島　　聰（一般社団法人バイオロジクス研究・ 
                トレーニングセンター） 
中川　和彦（近畿大学医学部） 
中村　祐輔（国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所） 
新津洋司郎（社会福祉法人湘南愛心会） 
畠　　清彦（医療法人財団順和会） 
平岡　眞寛（日本赤十字社和歌山医療センター） 
福岡　正博（和泉市立総合医療センター） 
古川　龍彦（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科） 
松島　綱治（東京理科大学） 
水上　民夫（長浜バイオ大学バイオサイエンス学部） 
宮野　　悟（東京医科歯科大学） 
村松　正實（埼玉医科大学） 
山口　俊晴（がん研究会有明病院） 
矢守　隆夫（公益財団法人日本薬剤師研修センター）

＊ 入会のすすめ 
がん分子標的治療研究は、がん治療領域において、これから一層重要な役割をもつ
と考えられます。 

多くの研究者・企業の本学会へのご参加をお待ちしております。 
　（入会申込書はホームページに掲載しています。）
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学術集会開催記録と今後の予定 
                           

         　会　長                                                                                  学術集会       開催年        開催地 

  1     鶴尾　　隆（東京大学分子細胞生物学研究所）                             第1回        1997年        東京 

  2     石塚　雅章（微生物化学研究会化学療法研究所）                          第2回        1998年        東京 

  3     桑野　信彦（九州大学医学部）                                                    第3回        1999年        福岡 

  4     上田　龍三（名古屋市立大学医学部）                                          第4回        2000年        名古屋 

  5     西條　長宏（国立がんセンター中央病院内科）                             第5回        2001年        東京 

  6     新津洋司郎（札幌医科大学医学部）                                             第6回        2002年        札幌 

  7     上原　至雅（国立感染症研究所）                                                 第7回        2003年        東京 

  8     秋山　伸一（鹿児島大学医学部）　                                             第8回        2004年        鹿児島 

  9     平岡　真寛（京都大学医学研究科）                                             第9回        2005年        京都 

 10    矢守　隆夫（癌研癌化学療法センター）                                      第10回       2006年        東京 

 11    福岡　正博（近畿大学医学部堺病院長）                                      第11回       2007年        大阪 

 12    梅澤　一夫（慶應義塾大学理工学部応用化学科）                         第12回       2008年        東京 

 13    曽根　三郎（徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部）     第13回       2009年        徳島 

 14    長田　裕之（理化学研究所基幹研究所）                                      第14回       2010年        東京 

 15    山口　俊晴（癌研究会有明病院）                                                第15回       2011年        東京 

 16    河野　公俊（産業医科大学）                                                      第16回       2012年        小倉 

 17    戸井　雅和（京都大学大学院医学研究科）                                   第17回       2013年        京都 

 18    石岡千加史（東北大学加齢医学研究所）                                      第18回       2014年        仙台 

 19    今村　健志（愛媛大学大学院医学系研究科）                               第19回       2015年        松山 

 20    三森　功士（九州大学病院別府病院）                                         第20回       2016年        別府 

 21    小野　眞弓（九州大学大学院薬学研究院）                                   第21回       2017年        福岡 

 22    畠　　清彦（がん研究会有明病院）                                            第22回       2018年        東京 

 23    西尾　和人（近畿大学医学部）                                                   第23回       2019年        大阪 

 24    西岡　安彦（徳島大学大学院医歯薬学研究部）                            第24回       2020年        徳島 

 25    内藤　幹彦（国立医薬品食品衛生研究所遺伝子医薬部）               第25回       2021年        東京 

 26    矢野　聖二（金沢大学がん進展制御研究所）                               第26回       2022年        石川 

 27    木村　晋也（佐賀大学医学部附属病院）                                      第27回       2023年        佐賀 

 28    藤田　直也（（公財）がん研究会がん化学療法センター）            第28回       2024年        東京 

 29    田中　伸哉（北海道大学大学院医学研究科）                               第29回       2025年       札幌  

 30    田原　栄俊（広島大学大学院医系科学研究科）                            第30回       2026年        広島 

 31    南　　陽介（国立がん研究センター東病院）                               第31回       2027年       東京  
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日本がん分子標的治療学会会則 
 
                                                                                             平成20年11月 1 日制定 
                                                                                               平成21年3月25日改正 
                                                                                               平成21年10月2日改正 
                                                                                               平成22年9月23日改正 
                                                                                               平成23年6月22日改正 
                                                                                               平成24年6月27日改正 
                                                                                             平成25年11月20日改正 
                                                                                               平成29年6月14日改正　 
                                                                                               令和元年6月15日改正　 
                                                                                               令和3年10月11日改正 
                                                                                                令和5年6月22日改正 
 
 
第1条（名称） 
本会は、「日本がん分子標的治療学会」と称する。英文名は、"The Japanese Association for 
Molecular Target Therapy of Cancer" （略称 JAMTTC）とする。 
 
第2条（事務局） 
本会の事務局は、東京都江東区有明3-8-31公益財団法人がん研究会がん化学療法センター
（TEL: 03-3520-0111, FAX: 03-3570-0484）内に設置する。 
 
第3条（目的） 
本会は、がん分子標的治療によるがんの治癒をめざし、国内外において分子標的に関する基礎
研究を推進し、その臨床応用を図ることを目的とする。 
 
第4条（事業） 
本会は、学術集会を年に1回をめどに開催する。学術集会では、がん分子標的治療に関する基礎
研究と臨床応用研究の発表と討議を行う。そのほか、本会の目的達成に必要なシンポジウム等
の事業を行う。 
 
第5条（会員構成） 
本会の会員は本学会の目的、事業に賛同し、所定の手続きを行った個人会員（学生を含む）ま
たは法人会員（法人格のない団体を含む）及び、名誉会員をもって構成する。名誉会員は本会
の基本的な運営方針に意見を述べ、もしくは助言を行う。 
 
第6条（法人会員） 
1. 法人会員は、代表者2名を決め事務局に届け出なければならない。 
2. 法人会員である法人に所属する者は、代表者を含め20人まで本会の事業に参加できる。こ
の場合の個人は年会費を納めなくてよい。 

 
第7条（役員） 
1. 本会には、次の役員を置く。 
理事長 1名 
学術集会会長 1名 
学術集会副会長（次期学術集会会長） 1名 
理　事 21名 
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評議員 200名前後 
監　事 2名 

2. 理事長は、本会を総括し、理事会では議長となる。 
3. 学術集会会長は学術集会を開催し、評議員会、会員総会において議長となる。 
4. 理事は、理事会を構成し、学術集会をはじめとする本会の事業の運営方針を立案し、これ
を運営する。学会の効率よい運営のため、理事長の任命によって理事の中から各種（総
務、財務、学術など）の担当理事を置くことができる。また、評議員の中から総務幹事1 ～
2名を置くことができる。理事長に事故のある場合、総務担当理事がその職務を代行するも
のとする。理事長代行の任期は次期理事長選出までの期間とする。 

5. 評議員は、理事会の活動を補佐する。 
6. 監事は、下記の任務を遂行する。①学会の財産の状況監査②理事の業務の執行状況監査 ③
財産の状況または業務の執行について法令、会則もしくは寄付行為に違反し、また、著し
く不当な事項があると認めるときは、評議員会または主務官庁に報告する④前号の報告を
するために、必要があるときは評議員会を招集する。監事はその職務を果たすために理事
会に出席する。 

7. 特任監事：理事長は必要に応じて特任監事を指名し、本人の了承を得て委嘱することがで
きる。特任監事はその職務を果たすために理事会に出席する。 

8. 上記役員のほか、理事長の指名により本会の事業推進に必要な役職分担者若干名を置くこ
とができる。 

 
第8条（役員等の選任および任期） 
1. 理事長は理事の自薦、他薦の立候補者から理事会において理事の投票によって選出され
る。理事長の任期は、理事としての任期にかかわらず3年とし、2期までの再任を可とす
る。 

2. 学術集会会長、副会長（次期学術集会会長）：学術集会副会長（次期学術集会会長）は、
理事の推薦により評議員の中から理事の投票によって選出され、評議員会で承認されるも
のとする。学術集会副会長（次期学術集会会長）の任期は、自身が学術会長を担当する学
術集会の前々回となる学術集会の最終日の翌日より、自身が学術集会会長を担当する学術
集会の前回となる学術集会の最終日までとする。学術集会副会長（次期学術集会会長）
は、自身が学術集会会長を担当する学術集会の前回となる学術集会の最終日の翌日より、
学術集会会長に就任する。その任期は、担当学術集会最終日までとする。 

3. 理事は評議員の自薦、他薦の立候補者から評議員の投票によって選ばれる。その任期は3年
とし、再任は妨げない。但し、連続しての再任は2期6年までとする。上記の学術集会会
長、学術集会副会長（次期学術集会会長）は理事として処遇し、定数外とする。理事が定
数を満たさない場合、理事長は評議員の中から理事を指名できる。この場合、理事会構成
員の2/3以上の賛成と本人の同意を必要とする。 

4. 選挙において得票が同数の場合は年長者を優先する。 
5. 評議員は、個人会員の場合は、会員の自薦、他薦を受け、理事会の推薦により選任され
る。法人会員の場合は、法人会員の代表者が、理事会の推薦により選任される。その任期
は3年とするが、再任は妨げない。 

6. 監事は理事会が会員の中から指名し、本人の了承を得て委嘱する。なお、監事の1名は個人
会員から、もう1名は法人会員代表者から選任することを原則とする。監事の任期は3年と
し、再任を妨げない。 
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7. 名誉会員は、理事の推薦を受け、理事会で選出され、理事長が委嘱するものとする。 
8. 役員の任期は、別に規定のない限り、前回の年次学術集会最終日の翌日より起算し、任期
満了年の学術集会最終日までとする。 

 
第9条（会費） 
会員は細則に定める会費（年会費、学術集会参加費等）を納める。会費は、主として本学会の
運営に充当されるものとする。なお、会費は、理事会で議決し、評議員会の承認により決定す
る。 
 
第 10条（会議および委員会） 
1. 理事会：各年、基礎系、臨床系理事各 3名、法人系理事 1名の合計 21名、監事 2名および定
数外の理事（学術集会会長、学術集会副会長、（次期学術集会会長））で構成される。な
お、学術集会時の理事会には、新任の理事も参加並びに議決に参加できるものとする。理
事会は理事長を議長として開催する。理事会は理事会構成員の 2／3以上の出席（但し委任
状を有効とする）をもって成立する。 

2. 学術集会：毎年 1回、学術集会会長の下で開催される。 
3. 評議員会：学術集会会長を議長として学術集会時に開催される。理事会、監査の結果の報
告、ならびに諸事項の審議・決定を行う。評議員会は評議員の1／2以上の出席（但し委任
状を有効とする）をもって成立し、議決には出席者の過半数を必要とする。理事長の要
請、理事会の議決、もしくは、監事の要請があった時には、臨時の評議員会を開くことが
できる。以下の事項は評議員会の議決または承認を経なければならない。1）事業、2）予
算・決算、3）会則の改正、4）学術集会会長・学術集会副会長（次期学術集会会長）の選
出、5）名誉会員の委嘱、6）その他の重要な事項 

4. 会員総会：学術集会会長を議長として、毎年 1回開催され、理事会・評議員会の決定事項を
報告する。 

5. 委員会：理事会の決定により各種委員会を設置する。 
 
第11条（会計年度） 
本会の会計年度は学術集会の最終日の翌日より翌年の学術集会の最終日までの約1ヵ年とする。 
 
第12条（会則の改正） 
1. 本会の会則の改正は、理事会の議決とその後に開催される評議員会の承認に基づいて行わ
れる。 

2. 細則は理事会の議決により立案し、もしくは修正することができる。 
 
第13条（役員の定年） 
役員は65歳になる年の12月31日をもって定年とする。但し、65歳を超えても大学、研究所、病
院等に正規に所属し、本人の希望があれば最長70歳になる年の12月31日まで役員をつとめるこ
とができる。定年になった理事が任期を残す場合、その年の理事選挙によって次点となった者
が繰上げ当選し、残任期間に相当する期間、理事をつとめる。定年となる者が複数となり、そ
の任期を残す期間が異なる場合、次点の上位の者から順に、残任期間を長くつとめる。評議員
は残任期間がある場合でも当該評議員の補充はしない。 
 



第14条（会の解散）  
本会の解散は、理事会がこれを議決し、その後に開催される評議員会での議決承認および会員
総会で出席会員総数の2／3以上の賛成を受けて決定する。 
 
細　則 
第1条   本会の運営に必要な事項は、この細則に定める。 
第2条   細則の立案および修正は、会則第12条第2項により、理事会が行なう。 
第3条   会則第9条に定める年会費、学術集会参加費は次の通りとする。 
          1. 年会費 個人5,000円、ただし、学生会員は 2,000円とする。  
          法人一口　200,000円とする。 
          名誉会員は会費を要しない 
          2. 学術集会参加費　会員　7,000円、ただし、学生会員は 3,000円とする。  
          非会員　13,000円とする。学部学生および高校生は無料とする。 
          なお、早期に事前参加登録を行った場合、会員　6,000円、 
          ただし、学生会員は1,000円とする。非会員　12,000円とする。 
          3. 学生会員資格は1年限りとし、継続はできない。ただし、再入会は妨げない。 
          4. 年会費を継続して2年滞納した会員（学生会員を除く）は、自動的に退会とする。 
          5. 年会費を滞納したため自動退会となった会員が再入会する場合は、滞納した2年分の

会費も合わせて納めることとする。但し、留学等、正当な理由がある場合は会費を
免除する。 

第4条   会則第7条に定める役員は別記の通りとする。 
第5条   会則第5条の個人（学生を含む）の入会に際しては、個人会員は当学会役員（理事、評

議員、名誉会員）1名の推薦、学生会員は指導教官の推薦を必要とする。最終的な入会
は理事会の承認により決定する。 

第6条   評議員の選任要件 
          1. 立候補者の信任要件：原則として、3年以上の会員歴があり、過去3年間に学術集会

において 1回以上発表実績のあること（共同演者でも可）。 
          2. 再任の要件：評議員の再任にあたっては、会員推薦状況、理事選挙投票状況、評議

員会出席状況、学術集会演題提出状況等を参考に評価する。 
          3年間に 1回以上学術集会・ワークショップで発表すること（共同演者でも可）を原

則とする。
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